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このユーザーガイドでは ...
本ユーザーガイドは Agilent SureCycler 8800 の設置方法および
使用方法について説明しています。 

1 始める前に

この章では、本機の使用を開始する前に読む必要のある情報を
記載しています。

2 インストール

この章では、SureCycler 8800 の設置方法について説明していま
す。

3 基本操作

この章では、サンプルの準備・ロードの方法、ソフトウェアの
操作方法、ユーザーアカウントの設定、ネットワークを介した
機器へのリモートアクセス設定について説明しています。

4 PCR プログラム

この章では、PCR プログラムの作成、実行、インキュベーショ
ンの実行、レポートの表示などについて説明しています。

5 メンテナンスとソフトウェアの更新

この章では、機器のメンテナンスおよびソフトウェア更新の
アップロードに関する方法について説明しています。
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この章では、本機の使用を開始する前に読む必要のある情報を記載していま
す。

詳細については、16 ページの「インストール」 を参照してください。
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梱包の内容

* サーマルブロックユニットは部品番号 G8810A (96 ウェルブロック )  
および G8820A (384 ウェルブロック ) で追加購入可能。 

** サイクラー間のファイルの移動など必要に応じて付属の USB メモリーを使用しま
す。常に付属の USB メモリーを使用することを推奨します。

安全に関する注意事項

電気

以下を含めた標準的な電気的安全に関する注意事項を守る必要があります :

• 必要に応じてすぐに電源を外すことができるような場所に機器を設置するよ
うにしてください。

• 最初に機器に電源を入れる時には、電圧が適切なレベルであることを確認す
る必要があります。

• デバイスは接地された電源コンセントに接続する必要があります。

• 濡れた手でスイッチやコンセントに触れないでください。 

• 電源コードを外す前に機器をオフにしてください。 

• こぼれた液体等を清掃する場合や、内部コンポーネントを修理したり、サー
マルブロックを交換する場合には、機器の電源を抜いてください。 

表 1 梱包の内容

部品 数量

SureCycler 8800 機器ベース 1

サーマルブロックユニット (96 ウェルまたは 
384 ウェル )*

1

電源コード 1

USB メモリー ** 1

機能テスト証明書 1

クイックセットアップポスター 1

設定およびユーザーガイド CD 1
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• 本機を作動させる際は、接地されている電源を使用してください。

• 電気コンポーネントを修理するには資格が必要です。

液体および試薬

• サイクラーの外側にあるサーマルブロックに液体を充填する際には液体が機
器に浸透しないようにしてください。

• 爆発性、可燃性、および反応性の物質を機器でインキュベーションまたは
サーマルサイクルにかけないでください。

• 病原性物質や放射性物質、その他健康に有害な物質を処理するときには関連
した安全規制を順守する必要があります。

• 機器を液体に浸さないでください。

やけどの危険

• サーマルブロックやホットトップには触れないでください。 これらのエリア
は急速に 50°C 以上の温度になります。温度が 30°C 以下になるまで、ホッ
トトップを開かないでください。

• 十分な温度安定性がない材質の製品 ( プレート、プレートシール、フォイ
ル、マット ) を使用しないでください。 ( 最大で 120°C 程度になります )

動作環境

• デバイスの通気スロットは常時通気可能な状態に保つ必要があります。 機器
の周囲に少なくとも 10 cm のスペースを空けてください。

• 機器の周囲温度は 20 ～ 30°C、湿度レベルは 20 ～ 80 % で結露しないよう
にしてください。

• 有毒または爆発の危険性がある環境で機器を操作しないでください。 

機器定格

• 汚染度 2

• 設置カテゴリ II

• 高度 2000 m

• 湿度 20 ～ 80%、ただし結露しないこと

• 電源 100 ～ 240 V、50/60 Hz、11 A

• 温度 20 ～ 30°C

• 室内使用専用
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静電気放電

SureCycler 8800 は静電気の影響を受けやすい機器です。 8000 ボルト以上の静
電気放電は機器の USB ポートの正常な動作に影響を及ぼす恐れがあります。 高
い静電気放電があるような環境で作業をする場合には注意が必要です。 高い静
電気放電がある環境では、接地されたリスト ストラップの着用や、他の静電気
防止策を取ったうえで機器に触れる必要があります ESD STM5.1-1998 クラス 
3B。

安全記号

以下の電気 / 安全記号は機器に表示されているものです。

 
電源オン

電源オフ

注意

高温表面に注意



始める前に 1 
インジケーター LED ライト

Agilent SureCycler 8800 ユーザーガイド 13

インジケーター LED ライト

機器の前面にはステータスインジケーター LED があります ( 右上隅 )。この 
LED ライトのステータスコードを以下の表に示します。表 2 に、この LED ラ
イトのステータスコードを要約します。

概要

SureCycler 8800 はサーマルサイクラーであり、DNA 鋳型の増幅を行うポリメ
ラーゼ連鎖反応 (PCR) および関連したメソッドを実行するように設計されてい
ます。 SureCycler 8800 は、サイクルごとの時間・温度の増減 (Cycle 
increment)、タッチダウン PCR、および温度勾配を含めた、きわめて複雑なサ
イクルプログラムを実行することができます。 カラー・タッチスクリーンで操
作を行うソフトウェアインターフェースはインテリジェントな Program 
Wizard を備えています。Program Wizard はプライマーおよび鋳型の情報から 
PCR プロトコルを自動的に作成することができます。

表 2 ステータスインジケーター LED の表示

表示 機器ステータス

オフ サイクラーはアイドル状態です。

緑色に点滅 サイクラはプログラムまたはインキュベーションを
実行しています。 

緑色点灯 サイクラーは一時停止しています。 

赤色に点滅 サイクラーがエラーを検出しました。 ディスプレイ
でエラーメッセージをチェックし、さらに詳細を確
認してください。 
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SureCycler 8800 技術サポート

電子メール

米国およびカナダ :  techservices@agilent.com

欧州 :  tech_europe@agilent.com

日本 : email_japan@agilent.com

その他すべての国々 :  techservices@agilent.com

ホームページ

www.genomics.agilent.com

電話

米国およびカナダ

(800) 227-9770

欧州

日本

0120-477-111

その他すべての国々

www.agilent.com/genomics/contactus に進む。 

オーストリア 01 25125 6800

ベネルックス 02 404 92 22

デンマーク 45 70 13 00 30

フィンランド 010 802 220

フランス 0810 446 446

ドイツ 0800 603 1000

イタリア 800 012575

オランダ 020 547 2600

スペイン 901 11 68 90

スウェーデン 08 506 4 8960

スイス 0848 8035 60

UK / アイルラ
ンド

0845 712 5292
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インストール

ステップ 1 機器の設置場所の選択

• 本機は水平できれいな場所に設置してください。 以下の点にご留意くださ
い。

• 本機が安定した場所に設置されていること。

• 背面部には適当な間隔があり、通気が保たれていること。

• 本機は必ず壁または隣接する機器から少なくとも 10cm 以上離すこと 。

• 本機は温度が 20 ～ 30 ℃、湿度が 20 ～ 80％ で結露がない場所に設置さ
れていること。

• 本機周辺に爆発性あるいは可燃性のものがないこと。

ステップ 2 サイクラーの開梱

1 輸送用梱包箱を開き、本機および付属品を取り出します。 

詳しくは、添付の設置ガイドをご参照ください。 

ステップ 3 サーマルブロックユニットの本体への取り付け

1 サーマルブロックユニットの両側を両手でつかみ、装置本体の上に乗せま
す。 

2 サーマルブロックユニットの両側に上から圧力をかけ、カチッとロックされ
るまで押し込みます。 左右それぞれが確実にロックされるように、両側を押
し込むようにしてください。 

サーマルブロックユニットは、本体に正しい向きでセットされた場合にのみ
所定の位置にロックされます。

サーマルブロックユニットを交換する際は、18 ページの「サーマルブロッ
クの交換」 を参照してください。 
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ステップ 4 電源への接続

本機は接地付きコンセントに接続してください。 

1 装置本体の電源スイッチがオフになっていることを確認します。

2 電源コードを機器背面にある電源コネクタに接続します。電源コードをコン
セントに差し込みます。

ステップ 5 オプションデバイスの接続

必要に応じて、装置本体の前面にある USB ポートを使用してマウス、キー
ボード、USB メモリスティックなどを接続することができます。

ステップ 6 電源投入

1 装置本体の左下にある電源ボタンを押し込みます。 

本機はいつでも電源を切ることができます。 電源を切る前にソフトウェアを
終了するなどの必要はありません。

ステップ 7 ネットワーク接続 ( オプション )

1 イーサネットケーブルを装置本体の背面にあるイーサネットポートに差し込
みます。

2 イーサネットケーブルの他方の端をネットワークポートに差し込みます。
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サーマルブロックの交換

SureCycler 8800 では、96 ウェルブロックと 384 ウェルブロックを交換して使
用することができます。

サーマルブロックの外し方

1 装置本体前面の電源スイッチで電源を切ったのちに、電源ケーブルをコンセ
ントから抜きます。

2 本機上部にある灰色のボタンを押し、ふたを開けます。 

3 両手で左右からサーマルブロックユニットをつかみ、左上隅、右上隅にある
ボタンをそれぞれの親指で押し込みます。 

4 ボタンを強く押しながらサーマルブロックユニットを持ち上げ、装置本体か
ら外します。 

サーマルブロックユニットを取り外す際に、ふたが手前に倒れて手が挟まれ
ないようご注意ください。 サーマルブロックユニットを少し奥に倒しながら
持ち上げることで、ふたが手前に倒れにくくなります。 

サーマルブロックの取り付け方法

1 サーマルブロックユニットの両側を両手でつかみ、装置本体の上に乗せま
す。 

2 サーマルブロックユニットの両側に上から圧力をかけ、カチッとロックされ
るまで押し込みます。 左右それぞれが確実にロックされるように、両側を押
し込むようにしてください。 

サーマルブロックユニットは、本体に正しい向きでセットされた場合にのみ
所定の位置にロックされます。

3 取り付けが完了したら再び電源に接続します。 
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この章では、サンプルの準備・ロードの方法、ソフトウェアの操作方法、ユー
ザーアカウントの設定、ネットワークを介した機器へのリモートアクセス設定
について説明しています。
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サンプルの準備とロード

サーマルブロックおよびホットトップの損傷を防ぐために、耐熱性のある
チューブ、プレートをご使用ください。 不適切なチューブ、プレートを使用す
ると運転中に装置が損傷する可能性があります。 推奨のプラスチック製品・消
耗品については 21 ページの「Agilent プラスチック製品および消耗品」 を参照
してください。 

サンプルの準備

サンプルを準備する際には、以下のガイドラインに従ってください :

• プレートまたはチューブをサーマルブロックにロードする前に、プレートま
たはチューブのキャップを閉めてください。

• 良好な結果を得るためには、サンプルをサーマルブロックにロードする直前
に遠心機で短時間スピンダウンしてください。

• プレートとシーリングフィルムの組み合わせで使用する場合には、反応中に
コンプレッション・マットをシーリングフィルム上に載せてホットトップと
の間に挟むことで、シーリングフィルムがプレートに圧着するようにしてく
ださい。 注文に関しては 21 ページの「Agilent プラスチック製品および消耗
品」 をご参照ください。 

サンプルのロード

本機はブロックタイプに応じて 96 ウェルプレート、384 ウェルプレート、シ
ングルタイプの PCR チューブ、ストリップチューブが使用可能です。 

1 機器の上部にあるボタンを強く押し、サーマルブロックのふたを持ち上げま
す。 

2 プレートまたはチューブをサーマルブロックにセットします。

3 ふたを閉め、カチッと音がするまで押し込みます。

やけどの危険 : サーマルブロック、ホットトップ、チューブ、プレートは 
100 ℃ 近い温度に達する場合があります。30 ℃ 以下になるまで手を触れな
いようにしてください。 

警告
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Agilent プラスチック製品および消耗品

以下の PCR プレート、チューブ、シーリングフィルムは SureCycler 8800 との
互換性があります :

Agilent 製品番号 説明

401333 96 ウェルプレート、25 枚入り

410188 384 ウェルプレート、50 枚入り

410186 粘着シーリングフィルム、100 枚入り

410187 コンプレッション・マット、10 枚入り

410082 ストリップチューブ、200 ml、12 連
チューブ 80 個入り

410086 ストリップキャップ、12 連キャップ 80 
個入り
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ソフトウェア操作 

タッチスクリーン操作

本機はカラー・タッチスクリーンが搭載されており、画面に表示されたボタン
をタッチすることでソフトウェアを操作することができます。 USB 端子でマウ
スが接続されている場合には、クリックで操作することができます。 以下の説
明では、「タッチスクリーンを指でタッチする」および「USB 接続されたマウ
スでクリックする」操作を「タッチ」と表記します。 プライマー配列、温度な
どのデータを入力する必要がある場合には、タッチスクリーン上に仮想キー
ボードが表示されます。 また、USB 接続のキーボードからデータを入力するこ
とも可能です。 

ホーム画面

本機の電源を入れるとタッチスクリーン上にはホーム画面が表示されます この
ホーム画面は、装置本体の制御やファイル操作、アカウント管理の起点となり
ます。

以下にホーム画面の各ナビゲーションボタンの機能を記載します :

表 3 ホーム画面ボタンの説明 

ボタン 説明

New Program 新規 PCR プログラムを作成します。 

Programs ファイルディレクトリを開き、保存済みの PCR プログラムを参照
します。 プログラムの編集、実行が可能です。

PCR Wizard ウィザード機能を使用して新規 PCR プログラムを作成します。 

Network Control 複数の機器にネットワークを介して接続します。 

Incubate 一定温度でのインキュベーションを行います。

Reports レポートディレクトリを開き、保存されたレポートファイルを参
照します。
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Login ログイン画面を開きます。

Settings 設定の変更、ソフトウェアのバージョンアップ、ユーザーアカウ
ント管理を行います。

表 3 ホーム画面ボタンの説明 ( 続き )

ボタン 説明
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ユーザーアカウント

アクセスレベル

本機の電源を入れると、自動的に「Guest user」アカウントでログインした状
態になります。 

ユーザーアカウントとして、Administrator ( 管理者 )、Registered user ( 登録
ユーザー )、および Guest user ( ゲストユーザー ) の 3 種類があり、それぞれ
異なるレベルのユーザー権限があります。 新規ユーザーの登録、ユーザー権限
やパスワードの設定・変更に関しては Administrator ( 管理者 ) のみが行うこ
とができます。 

ユーザーアカウントへのログイン

Guest としてログインするには

• Guest としてログインする場合にはパスワードは不要です。 デフォルトで
は、電源を入れると Guest アカウントでログインする設定になっています。

表 4 アクセスレベル

アクセスレベル 使用できる機能

Guest • ゲストフォルダへのアクセス権限
• ゲストフォルダに保存されているプログラムの作成、コ

ピー、編集、および実行

User • ゲストおよび個人フォルダへのアクセス権限
• ゲストおよび個人フォルダに保存されているプログラムの作

成、コピー、編集、および実行

Administrator • すべてのゲストおよびユーザーフォルダへのアクセス権限
• ユーザーアカウントのセットアップとメンテナンス
• 装置のセットアップとメンテナンス
• すべてのレポートのメンテナンス、アーカイブ化
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Guest としてログインするとユーザー権限を制限され、誰でもアクセス可能な
ゲストフォルダを使用することになります。 登録ユーザーとして装置を使用す
るためには、あらかじめ Administrator が新規ユーザーアカウントを設定する
必要があります。 登録ユーザーは、パスワードで保護された個人フォルダを使
用して PCR プログラムの管理をすることができます。 

Administrator としてのログイン

1 ホーム画面で [Login ( ログイン )] をタッチします。

2 Username ドロップダウンリストで Administrator を選択し、パスワードを
入力します。 デフォルトの Administrator パスワードは ADMIN です。 小文
字と大文字を切り替えるには仮想キーボードの Shift キーを使用します。

3 [Login ( ログイン )] をタッチします。 

これで Administrator アカウントにログインすることができます。

登録ユーザーとしてログインするには

1 ホーム画面で [Login ( ログイン )] をタッチします。

2 Username  ドロップダウンリストでユーザー名を選択し、パスワードを入力
します。

この操作によりシステムにログインし、ユーザーレベルに応じた読み込み・
書き込みの権限で作業することができます。

3 [Login ( ログイン )] をタッチします。

Administrator は必要に応じてユーザーパスワードのリセットをすることがで
きます。 28 ページの「ユーザーアカウントを編集するには」 を参照してくださ
い。

機器への無断アクセスを防ぐために、デフォルトのパスワードから新しい
パスワードに変更してください。 パスワードの変更については、28 ページ
の「ユーザーアカウントを編集するには」 を参照してください。 

注意
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ユーザーを変更するには

ログインするユーザーを変更するためにログアウトする必要はありません。 

1 ホーム画面で [Login ( ログイン )] をタッチします。 

2 Username  ドロップダウンメニューで変更したいユーザー名を選択します。

3 登録ユーザーとして、または Administrator としてログインする場合にはパ
スワードを入力します。

ゲストとしてログインする場合には、Password のテキストボックスを空白
のままにします。 

4 [Login ( ログイン )] ボタンをタッチします。 

確認のメッセージが表示されます。

ユーザーアカウントの管理

管理者はホーム画面の Settings メニューを使用して、新規ユーザーの設定、
ユーザーアカウント情報の編集、およびユーザーアカウントの削除を行うこと
ができます。

新規ユーザーアカウントを追加するには

1 Administrator 権限でログインします。

2 ホーム画面で [Settings ( 設定 )] をタッチします。 [User Management ( ユー
ザー管理 )] をタッチします。 User Management ( ユーザー管理 ) 画面が開い
て、使用できるユーザー名と対応するアクセスレベルが一覧で表示されま
す。
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User Management（ユーザー管理）画面が開いて、使用できるユーザー名
と対応するアクセスレベルが一覧で表示されます。 

3 [Add (追加 )] をタッチし、[Add a New User (新規ユーザーを追加 )] 画面を開
きます。 

4 [User Name ( ユーザー名 )] フィールドでユーザー名を入力します。

5 [Password (パスワード)] と [Confirm Password (パスワードの確認)] フィー
ルドに新規アカウント用のパスワードを入力します。

6 [Access Level ( アカウントレベル )] ドロップダウンリストでアカウントレベ
ル (user または Administrator) を選択します。

[User ( ユーザー )] を選択すると登録ユーザーアカウントを作成します。 
[Administrator ( 管理者 )] を選択すると、管理者権限を持つアカウントを作
成します。

7 [OK] をタッチしてユーザーアカウントを保存します。 

セットアップが成功すると確認のメッセージが表示され、登録したユーザー名
が [User Management ( ユーザー管理 )] リストに追加されます。
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ユーザーアカウントを編集するには

1 Administrator 権限でログインします。

2 ホーム画面で [Settings ( 設定 )] をタッチします。 [User Management ( ユー
ザー管理 )] をタッチします。

User Management ( ユーザー管理 ) 画面が開いて、使用できるユーザー名と
対応するアクセスレベルが一覧で表示されます。

3 編集したいユーザーアカウントを選択し、[Edit ( 編集 )] をタッチすると、
Edit User ( ユーザーの編集 ) 画面が表示されます。 

4 [Edit User ( ユーザーの編集 )] 画面では、User レベルのアカウントのパス
ワードとアクセスレベルを変更することができます。 管理者とゲストのアカ
ウントは編集することができません。 

5 [OK] をタッチして変更を保存します。 

ユーザーデータが正常に更新されると、確認メッセージが表示されます。

ユーザーアカウントを削除するには

Administrator ( 管理者 ) および Guest ( ゲスト ) アカウントは削除することが
できません。

1 Administrator 権限でログインします。

2 ホーム画面で [Settings ( 設定 )] をタッチします。 [User Management ( ユー
ザー管理 )] をタッチします。 User Management ( ユーザー管理 ) 画面が開い
て、使用できるユーザー名と対応するアクセスレベルが一覧で表示されま
す。

3 削除するユーザー名を選択します。

4 [Remove ( 削除 )] をタッチすると選択したユーザーが削除されます。 

そのアカウントのユーザー権限が削除されます。 また、そのユーザーに関連
したすべてのプログラムと GLP レポートが削除されます。
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ネットワーク設定とリモートアクセス

装置の IP アドレスの確認・編集

1 ホーム画面で [Settings ( 設定 )] をタッチします。

2 設定画面で [LAN Settings (LAN 設定 )] をタッチします。 装置がネットワー
クに接続されていれば LAN Settings 画面に IP アドレス、サブネットマス
ク、デフォルトゲートウェイ、DHCP サーバーが表示されます。

IP アドレスの取得には自動取得と手動設定の 2 通りの方法があります。

• [Obtain an IP Address automatically (IP アドレスを自動で取得する )] オ
プションを選択した場合、ネットワーク設定を入力するフィールドは使
用しません。

• [Use Manual Configuration ( 手動設定を使用 )] オプションを選択した場
合、ネットワーク設定のフィールドが入力可能になるので、必要な情報
を入力します。 ネットワーク情報を編集したら、[OK] をタッチして保存
します。

ログインすると、PC からウェブベースで SureCycler 8800 にアクセスして
装置をコントロールすることができます。 PC 上の画面表示と、装置タッチ
スクリーン上の画面表示は若干異なります。 
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別の装置からのアクセス

1 ホーム画面で [Network Control (ネットワークコントロール )] をタッチしま
す。 

2 画面で 6 つの [Touch to Connect ( タッチして接続 )] の四角形のどれか 1 つ
をタッチします。 

新しい画面が開きます。

3 接続する装置の IP アドレスまたはサイクラー名を [IP Address/Cycler (IP 
アドレス / サイクラー )] フィールドに入力します。 

4 [Connect ( 接続 )] をタッチします。 再び [Network Control ( ネットワークコ
ントロール )] 画面が表示され、接続する装置のネットワーク情報とステー
タスが四角形の中に表示されます。 

5 接続する機器の四角形をタッチします。 その機器へのログインを求めるメッ
セージが表示されます。 

6 ユーザー名とパスワードを入力してリモートでログインします。 この状態
で、リモートで接続した装置をコントロールすることが可能です。
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コンピュータからサイクラーへのアクセス方法

1 PC でインターネットブラウザ ((Microsoft® Internet Explorer 6、7 または 8、
または Safari 5.0.2 が必要となります ) を開きます。

2 URL のフィールドに接続したい装置の IP アドレスを入力します。 

コンピュータ上で SureCycler 8800 ソフトウェアが起動します。 

3 ユーザー名とパスワードを入力してログインします。 

iPhone からサイクラーへのアクセス方法 

1 iPhone から Safari (iOS 4.3 のバージョン 5.0.2) を起動します。

2 URL フィールドでサイクラーの IP アドレスを入力します。

iPhone の画面で SureCycler 8800 ソフトウェアが起動します。 

3 ユーザー名およびパスワードを入力し、接続しているサイクラーへログイン
します。 
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装置本体の設定

ホットトップの設定

サーマルサイクラーのホットトップのオン・オフの設定をするには :
1 ホーム画面で [Settings ( 設定 )] をタッチします。

2 [Hop Top Setting ( ホットトップの設定 )] をタッチします。 

3 Hop Top Setting の画面でホットトップ使用の有無を選択します。

• [Yes] を選択するとサーマルサイクラーの運転中にホットトップを使用し
ます。

• [No] を選択すると、ホットトップはオフになります。

4 [OK] をタッチして選択を確認します。

ホットトップをオフにした場合、PCR 反応、インキュベーション反応のいずれ
の実行中にもホットトップは加熱されません。 ダッシュボード上に、ホット
トップ無効のアイコンが表示されます。 ホットトップの設定はユーザーレベル
にかかわらず変更可能です。
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サーマルサイクラーの名前

サーマルサイクラーの名前は Administrator が変更することができます :

1 ホーム画面で [Settings ( 設定 )] をタッチします。

2 [System Setting ( システム設定 )] をタッチします。 

3 [Change ( 変更 )] をタッチすると新しい画面が表示されて新しい名前を入力
できるようになります。

4 [OK] をタッチして変更を保存します。

日付と時刻

日付と時刻の設定は Administrator が変更することができます :

1 ホーム画面で [Settings ( 設定 )] をタッチします。

2 [System Setting ( システム設定 )] をタッチします。 

3 日付を修正したい場合は、[System Date ( システムの日付 )] にあるカレン
ダーを使用して正しい日付を選択します。 
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4 時刻を変更するには、[System Time ( システムの時刻 )] で上向き / 下向きの
矢印をタッチして分・秒を調整します。 

5 [Apply ( 適用 )] をタッチして変更を確認します。
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PCR プログラム

新規 PCR プログラムの作成    36

 手動でプログラムを作成するには    36

 PCR ウィザードを使用して PCR プログラムを作成するには    39

 384 ウェル用に PCR プログラムを作成する際のヒント    42
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新規 PCR プログラムの作成 

新規 PCR を作成するには 2 つの方法があります。 リストから必要なコマンドを
選んでカスタマイズしたプログラムを手動で作成する方法と、ウィザードを使
用してプログラムを半自動的に作成する方法となります。 以下のセクションで
はこれら新規プログラムの作成方法について説明します。

手動でプログラムを作成するには

新規 PCR プログラムは Programming screen で作成することができます。 左側
のコマンドリストから必要なステップを選び、プログラムを組み立てていきま
す。 右側の Program Window ( プログラムウィンドウ ) には選択・追加された
コマンドが実行する順に並びます。 図 1 は、Hot Start ( ホットスタート ) コマ
ンドをプログラムに追加した際の画面の例を示しています。 

図 1 SureCycler 8800 ソフトウェアのプログラミング画面。 
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以下のステップに従い、新規 PCR プログラムを作成します。 

1 ホーム画面で [New Program ( 新規プログラム )] をタッチすると、プログラ
ム画面が開きます。

2 画面左側の Command List ( コマンドリスト ) には、利用可能なコマンドが
一覧表示されます。 新規 PCR プログラムに使用するコマンドと、その使用
順序を決定します。

コマンドの詳細については 43 ページの「コマンドの説明」 を参照してくだ
さい。

3 以下の 2 つの方法のいずれかを用いて Command List ( コマンドリスト ) か
ら Program Window ( プログラム画面 ) に一番目のコマンドを追加します :

• コマンドをタッチしてから、矢印マーク ( 下図 ) をタッチして転送 。

• コマンドをダブルタッチ。

いずれの方法でも新規画面が開き、温度や時間などのパラメータを入力する
ことができます。

4 表示に従い、追加したコマンドに必要な設定を入力します。

5 [OK] をタッチして設定を確認するとプログラミング画面に戻ります。

6 ステップ 3 から ステップ 5 を繰り返し、新規 PCR プログラムに必要なコマ
ンドを追加していきます。 Program Window  のコマンド順序は上向きと下向
きの矢印ボタンを使用することで変更できます。  
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7 PCR プログラムについての情報を入力するには ( オプション ):

a [Program Information ( プログラムの情報 )] ボタン ( 下図 ) をタッチしま
す。 

b キーボードのアイコンをタッチして、タッチスクリーンの仮想キーボー
ドを表示します。 

c プログラムの説明を入力し、終了したら、[OK] をタッチしてプログラミ
ング画面に戻ります。

8 PCR プログラムを実行する前にファイルを保存します。

a [Save ( 保存 )] ボタンをタッチし、[Save Program ( プログラムの保存 )] 画
面を開きます。 

b キーボードのアイコンをタッチしてタッチスクリーンの仮想キーボード
を立ち上げ、[Program Name ( プログラム名 )] フィールドにプログラム
名を入力します。 名前の入力が終わったら、アイコンをもう一度タッチし
て仮想キーボードを閉じます。

c 画面の下部にあるディレクトリを使用して、プログラムの保存先フォル
ダを選択します。 新規フォルダを作成したい場合は、[Create Folder (
フォルダ作成 )] ボタンをタッチします。

d [Save to User Folder (ユーザーフォルダに保存)] フィールドに保存したい
フォルダ名が正しく入っていることを確認し、[Save] をタッチしてプロ
グラムを保存します。 

e ファイルが正常に保存されると、ダイアログが表示されるので [OK] を
タッチしてプログラミング画面に戻ります。 
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9 プログラムをスタートするには :

a プログラミング画面で [Start] をタッチします。

b 表示にしたがって反応溶液量をマイクロリットル単位で入力し、[OK] を
タッチします。 

PCR ウィザードを使用して PCR プログラムを作成するには

新規 PCR プログラムを作成する際に、SureCycler に搭載の PCR ウィザード機
能を使用することもできます。 ウィザードを用いると、5 ステップで簡単に 
PCR プログラムを作成することができます。

PCR ウィザードの開始

• ホーム画面で [PCR Wizard (PCR ウィザード )] ボタンをタッチします。

PCR ウィザードでの 5 ステップ

1 DNA ポリメラーゼの選択

• リストから使用する DNA ポリメラーゼを選択し、[Next] ボタンをタッチ
します。 選択可能な DNA ポリメラーゼは以下のとおりです :

•Paq5000 ( ホットスタートまたはスタンダードバージョン )

•PfuUltra II 

•Herculase II 

•PfuTurbo ( ホットスタートまたはスタンダードバージョン )

•Taq 

ウィザードのアルゴリズムにより、選択した酵素にあわせたガイドラインに
基づいて各ステップでパラメータが決定されます。 ( それぞれの酵素の推奨
サーマルサイクル条件については、酵素に付属のマニュアルを参照してくだ
さい。) 各ステップでのパラメータは後から変更することも可能です。 詳細
については 53 ページの「PCR プログラムの編集」 を参照してください。

PCR プログラムの編集は、53 ページの「PCR プログラムの編集」 を参照してく
ださい。

注意



4 PCR プログラム  
PCR ウィザードを使用して PCR プログラムを作成するには

40 Agilent SureCycler 8800 ユーザーガイド

2 プライマーの情報

• プライマーの情報を以下の 2 つの方法のどちらかで入力し、終了したら 
[Next] ボタンをタッチします。 終了したら [Next] ボタンをタッチします。

•プライマーの配列を直接入力するか、または USB メモリーから配列を
読み込みます。お使いのサイクラーに付属の USB メモリーを使用する
ことを推奨します。

•配列情報を入れない場合はプライマーの Tm 値を入力します。

ここで入力したプライマー配列情報は、PCR プログラムのアニーリング温
度を設定するために使われます。 アニーリング温度は 2 つのプライマーの 
Tm 値の平均より 5 ℃ 低く設定されます。 プライマーの Tm 値ではなく配列
を入力した場合には、それぞれのプライマーの Tm 値は以下の式にしたがっ
て計算されます :

Tm = 69,3 + (0,41 × GC%) – (650/N)

GC% はプライマー配列中の GC 含量、N はプライマー配列の塩基数を表し
ます

3 PCR 産物の長さ

• 予想される PCR 産物の長さを入力し、その単位として bp または kb を選
択します。 終了したら [Next] ボタンをタッチします。 

ここで入力した値は、PCR プログラム中で伸張反応の持続時間を設定す
るために使われます。

4 DNA ソースの情報

• テンプレート DNA のソースをリストから選択し、[Next] をタッチしま
す。 ソースの選択肢は以下のとおりです :

•cDNA

•ゲノム DNA

•ベクター DNA

DNA ソースの情報は、ホットスタート / 初期変性の持続時間、伸張反応の
持続時間を設定するために使われます。 
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5 プログラムの調整

• 最後にプログラムの調整を行います。 

•GC％ は 70％ 以上ですか？  テンプレート DNA が 70％ 以上の GC 塩基
対を含む場合にこの調整を行います。 テンプレートの Tm 値が高くなる分
が補正されます。

•アニーリングのステップにグラジエントを設定しますか？  PCR プログ
ラムのアニーリングのステップにグラジエントを設定したい場合に使用
します。 ウィザードはプライマーの Tm 値に基づいて適切なグラジエント
範囲を設定します。

ウィザードに従ってここまでの 5 ステップを終了すると、入力した情報に基づ
いた PCR プログラムが作成され、プログラミング画面に表示されます。 

この時点で、手動でプログラムを作成した場合と同様に、各ステップのパラ
メータを変更したり、ステップを削除したりすることも可能です。 詳しくは
53 ページの「PCR プログラムの編集」 を参照してください。

各ステップのパラメータを確認・編集するには、プログラムウィンドウでス
テップをダブルタッチします。 新しい画面が開き、そのコマンドについての温
度・時間などの設定が表示されます。 各コマンドの詳細については 43 ページ
の「コマンドの説明」 を参照してください。
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384 ウェル用に PCR プログラムを作成する際のヒント

384 ウェルプレートで PCR を行う場合、酵素によっては PCR サイクル中の熱
変性ステップの持続時間を短くすることにより、PCR 産物の収量が改善される
場合もあります。 プロトコルにより、3 ～ 5 秒の熱変性時間が適している場合
もあります。

PCR ウィザードを用いて PCR プログラムを作成する場合、プログラムが作成
されてから熱変性の持続時間を短く変更する必要があります。 詳しくは、
53 ページの「プログラムステップパラメータを編集するには」 を参照してくだ
さい。
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コマンドの説明

以下のプログラムステップが PCR プログラムを作成する際に利用することが
できます。 これらプログラムステップは、プログラミング画面左側のコマンド
リストから選択できるようになっています。

Hot Start ( ホットスタート )

ホットスタートプログラムステップは、ホットスタート仕様の DNA ポリメ
ラーゼを使用する際の PCR プログラムの最初に設定される熱変性ステップで
す。 この熱変性ステップで、DNA ポリメラーゼに施された化学修飾をはずした
り、DNA ポリメラーゼに結合した抗体を変性させることにより、DNA ポリメ
ラーゼが活性化されます。 ホットスタートは、ホットスタート仕様ではない 
DNA ポリメラーゼを使用する際にも、テンプレート DNA の初期変性のためと
して使用される場合もあります。 

ホットスタートのステップを追加する際には、温度と保持時間を設定する必要
があります。 プログラムをランさせた場合は、ホットスタートステップの直後
に次のコマンドが実行されます。 

Hot Start 
Temperature

( ホットスター
ト温度 ):

ホットスタートステップの温度を入力します。

Hold for 
( 保持時間 )

ホットスタートステップの保持時間を入力します。 適切に設定するために DNA 
ポリメラーゼの製造元から提供される情報を参照してください。
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Cycle Wizard ( サイクルウィザード )

サイクルウィザードコマンドは、複数回繰り返すサイクルを設定する際に使用
します。 サイクルウィザードを使うと、Start Cycle ( サイクル開始 )、End 
Cycle ( サイクル終了 ) コマンドを手動で追加する必要がなくなり、これらのコ
マンドがウィザードによって自動的に追加されます。

Denaturation Step 
( 変性ステップ )

左側のフィールドに温度を ℃ 単位で入力し、右側のフィールドに保持時間を
時間 : 分 : 秒 の形式で入力します。

Annealing Step 
( アニーリング

ステップ )

左側のフィールドにアニーリング温度を ℃ 単位で入力し、右側のフィールド
に保持時間を時間 : 分 : 秒 の形式で入力します。

Elongation Step 
( 伸張ステップ )

PCR プロトコルでアニーリングステップと伸張ステップを別々にとる 3-step 
を採用する場合、Use 3rd step  横のボックスにチェックを入れます。 その上
で、左側のフィールドに温度を ℃ 単位で入力し、右側のフィールドに保持時
間を時間 : 分 : 秒 の形式で入力します。

Cycles
( サイクル )

サイクル数を入力します。
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Start Cycle ( サイクル開始 )

このプログラムステップは PCR のサイクルを開始するために使用します。 複数
回繰り返したいステップの前にこのステップを置きます。 

Number of Cycles  
( サイクル数 )

サイクルの繰り返し回数を入力します。 

Cycle Name 
( サイクル名、
オプション )

必要に応じて、サイクルにも名前をつけることができます。

有効なプログラムを作成するためには、サイクルに含まれるステップは Start 
Cycle と End Cycle コマンドの間に入れる必要があります。 注意  
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Temperature Step ( 温度ステップ )

このプログラムステップでは、サーマルブロックを指定した温度で指定した時
間保持します。 さらに、温度や保持時間をサイクルごとに増加あるいは減少さ
せることも可能です。 また、サーマルブロックが設定温度に達する際の Ramp 
rate ( ランプ・レート ) を 2 段階の設定から選択することができます。

Processing
Temperature
( 処理温度 )

ステップの温度を ℃ 単位で入力します。

Hold for 
( 保持時間 )

ステップの持続時間を時間 : 分 : 秒の形式で入力します。

Temperature
Ramp

( 温度変化の
レート )

サーマルブロックの Ramp rate を選択します。 Fast ramp rate ( 高速ランプ・
レート ) は本機のデフォルトの Ramp rate で、大部分の PCR プロトコルに適
したレートです。 Standard ramp rate ( スタンダード・ランプ・レート ) オプ
ションとして用意されており、Standard ramp rate にすることで増幅が改善さ
れる場合もあります。 Fast ramp rate を使用することで、アジレントの 
Herculase II DNA ポリメラーゼ、PfuUltra II DNA ポリメラーゼなどの酵素の
パフォーマンスが向上します。

Step Type 
( ステップのタ

イプ )

ドロップダウンリストからステップのタイプを選択します。 オプションとして
変性、アニーリング、および延伸があります。
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Temperature
Increment

( 温度増分 )

サイクルごとの温度の増分または減分を入力します。 +/– ボタンをタッチして
値の正負を切り替えます。 負の値 ( たとえば –2°C) はサイクルごとに温度を下
げることを意味します。

Time Increment 
( 時間増分 ):

サイクルごとの Hold For ( 保持時間 ) の増分を入力します。 このフィールドの
単位は秒 / サイクルです。

End Cycle ( サイクルの終了 )

PCR サイクルを終了させるためにこのプログラムステップを挿入します。 複数
回繰り返したい一連のステップのあとにこのステップを置きます。

Gradient Step ( グラジエントステップ )

Gradient Step ( グラジエントステップ ) は Temperature Step ( 温度ステップ ) 
に類似していますが、Temperature Step ではブロック全体を同一の温度で保
持するのに対して Gradient Step ではサーマルブロックに温度グラジエントを
かけて指定の時間、保持します。 

Gradient Step は特定のプライマー・テンプレートに対してアニーリング温度
を最適化する場合に便利です。 

Increments per Cycle ( サイクルごとの増分 ) は、サイクル中の温度ステップで温
度、時間をサイクルごとに増減させる設定のために使用します。 この増減設定
はオプションですので不要な場合は入力せずにフィールドを空白のままにして
ください。

注意

有効なプログラムを作成するためには、サイクルに含まれるステップは Start 
Cycle ( サイクル開始 ) と End Cycle ( サイクル終了 ) のコマンドの間に入れる必要
があります。 

注意
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ランの実行中、[Left Side Temperature Gradient ( グラジエントの左端温度 )] 
と [Right Side Temperature Gradient ( グラジエントの右端温度 )] に入力され
た値に基づいてサーマルブロックには温度グラジエントが左右方向にかかりま
す。 グラジエントの最低温度と最高温度の差が 30 ℃ を超える設定はできませ
ん。

Left Side 
Temperature

Gradient
( グラジエント
の左端温度 )

サーマルブロックの左端 ( 列番号 1) に設定したい温度を入力します。 

Right Side 
Temperature

Gradient
( グラジエント
の右端温度 )

サーマルブロックの右端 ( 列番号 12) に設定したい温度を入力します。 

Hold for 
( 保持時間 )

Gradient Step ( グラジエントステップ ) グラジエントステップの保持時間を 
分 : 秒の形式で入力します。

Convert to 
Temperature Step 
(optional) ( 温度 
ステップへの変
換 オプション ) 

最適なアニーリング温度を決定したら、Gradient Step から通常の温度ステッ
プへと簡単に変換することができます。 もっとも増幅結果のよかった列が何列
目だったかをドロップダウンリストから選択すると、サーマルブロック全体が
その列の温度設定となる温度ステップへと自動変換されます。
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Touchdown ( タッチダウン )

タッチダウン PCR はプライマーとテンプレートの非特異的な結合を減らすた
めの応用法です。 タッチダウン PCR では初期のサイクルでアニーリング温度を
比較的高く設定し、特異的な増幅を促進させます。 それ以降のサイクルではア
ニーリング温度を下げることでより増幅しやすい条件にします。 

タッチダウン プログラムステップは、タッチダウン PCR を簡単にプログラミ
ングできる 1 ステップのコマンドです。 アニーリング温度の最高値 ( サイクル
スタート時のアニーリング温度 ) と、最低値 ( 最終サイクルのアニーリング温
度 ) を入力します。 ソフトウェアは各サイクルで均等にアニーリング温度が下
がっていくように計算し、ランを実行します。 

Denaturation
Temperature and 

Hold Time ( 熱変性  
温度・保持時間 )

熱変性温度を Denaturation Temperature フィールドに入力し、保持時間をそ
の下の Hold For フィールドに入力します。

Max Annealing 
Temperature ( 最 

高アニール温度 )

アニーリング温度の最高値を入力します。 PCR の最初のサイクルのアニーリン
グ温度にこの値が使用されます。

Min Annealing 
Temperature

( 最低アニール
温度 )

アニーリング温度の最低値を入力します。 PCR の最後のサイクルのアニーリン
グ温度にこの値が使用されます。
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Hold for 
( 保持時間 )

アニーリングステップの保持時間を入力します。

Elongation
Temperature and 

Hold Time 
( 伸長反応の温
度・保持時間 )

タッチダウンサイクル中に使用する伸長反応の時間および保持時間を入力しま
す。

Cycles
( サイクル数 )

タッチダウンステップのサイクル数を入力します。

Storage/Pause Step ( 保存 / 一時停止 ) ステップ

Storage/Pause ( 保存 / 一時停止 ) ステップでは、指定した時間または無期限に
サーマルブロックを 4 ～ 12 ℃ の範囲で冷却することができます。 

Hold Temperature 
( 保持温度 )

保持温度を 4 ～ 12 ℃ の範囲で入力します。

Hold for 
( 保持時間 )

時間を指定する場合は Hold for のラジオボタンを選択し、保持時間を時間 :  
分 : 秒の単位で入力します。

Infinite ( 無期限 ) 時間を指定せずに無期限で保持したい場合には、Infinite のラジオボタンを選
択します。

アニーリング温度の最高値と最低値の差は通常 5 ～ 10°C 程度で、Tm 値が高い
ほうのプライマーの Tm 値よりも 2°C 高い温度を最高温度として反応を開始しま
す。 たとえば、プライマー 1 の Tm が 60°C、プライマー 2 の Tm が 54°C の場合は
アニーリング温度の最高値は 62°C とし、最低値は 52°C あたりに設定します。

注意
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プリインストールされたプログラムの使用

SureCycler 8800 には 96 ウェルブロックで使用可能な PCR プログラムがあら
かじめインストールされています。 これらのプログラムはアジレントの PCR 酵
素や変異導入キットにあわせてデザインされています。 

それぞれのプログラムは、特定の長さのターゲットを一般的なアニーリング条
件で増幅する場合に合わせて設定されています。 ターゲットの長さやプライ
マーの Tm 値によってはアニーリング温度、伸長時間を調節する必要がありま
す。 プリインストールされたプログラムはどれも別のファイル名で保存し、編
集することができます。 

プリインストールされているプログラムを 表 5 に示します。 

表 5 プリインストールされた 96 ウェル SureCycler 8800 用 PCR プログラム

 

PCR プログラムのファイル名

 

PCR 酵素またはキット

 

変性

 

アニーリン
グ 

 

伸長 

Herculase II Fusion 1kb target.pcr Herculase II Fusion DNA Polymerase 95°C for  
20 seconds

55°C for  
20 seconds

72°C for  
30 seconds

Paq5000 HS MM 1kb target.pcr Paq5000 Hotstart Master Mix 95°C for  
20 seconds

55°C for  
20 seconds

72°C for  
30 seconds

PfuTurbo HS MM 1kb target.pcr PfuTurbo Hotstart Master Mix 95°C for  
30 seconds

55°C for  
30 seconds

72°C for  
1 minute

PfuUltra II HS MM 1kb target.pcr PfuUltra II Hotstart Master Mix 95°C for  
20 seconds

55°C for 
20 seconds

72°C for  
15 seconds

QuikChange II 4 kb target.pcr QuikChange II Site-Directed 
Mutagenesis Kit

95°C for  
30 seconds

55°C for 
1 minute

68°C for  
4 minutes

QuikChange Lightning 4kb target.pcr QuikChange Lightning Site-Directed 
Mutagenesis Kit

95°C for  
20 seconds

60°C for  
10 seconds

68°C for  
2 minutes

QuikChange Lighting Multi 4 kb 
target.pcr

QuikChange Lightning Multi 
Site-Directed Mutagenesis Kit

95°C for  
20 seconds

55°C for  
30 seconds

65°C for  
2 minutes

QuikChange Multi 4kb target.pcr QuikChange Multi Site-Directed 
Mutagenesis Kit

95°C for  
1 minute

55°C for 
1 minute

65°C for  
8 minutes



4 PCR プログラム  
プリインストールされたプログラムの利用

52 Agilent SureCycler 8800 ユーザーガイド

プリインストールされたプログラムの利用

1 ホーム画面で [Programs ( プログラム )] をタッチします。

2 画面左側のブラウザで Guest\Agilent フォルダに移動します。

プリインストールされたプログラムのファイルはこのフォルダに保存されて
います。

3 使用するプログラムをタッチして選択します。 選択したプログラムを実行す
るには [Run ( 実行 )] をタッチします。 選択したプログラムのパラメータを
確認するには [Open ( 開く )] をタッチします。

プリインストールされたプログラムの編集

1 ホーム画面で [Programs ( プログラム )] をタッチします。

2 画面左側のブラウザで Guest\Agilent フォルダに移動します。

3 編集するプログラムを選択し [Open ( 開く )] をタッチします。 

プログラムがプログラミング画面で開きます。

4 プログラミング画面で [Save ( 保存 )] をタッチし、ファイルを別名で保存し
ます。 

5 プログラムを編集します。編集方法は 53 ページの「PCR プログラムの編
集」 を参照してください。 
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PCR プログラムの編集

手動で作成したプログラム、ウィザードを使用して作成したプログラムはいず
れもプログラミング画面の機能を使って編集することができます。 プリインス
トールされたプログラムもいったん別名で保存すれば同様に編集することがで
きます。 

PCR プログラムを編集した後にプログラムは同じファイル名のまま、あるいは
別のファイル名で保存することができます。 USB メモリーに PCR プログラム
をバックアップしたり、USB メモリーを用いて別の SureCycler 8800 にプログ
ラムを転送することもできます。お使いのサイクラーに付属されている USB 
メモリーを使用することをお勧めします。

プログラムステップパラメータを編集するには

1 ホーム画面で [Programs ( プログラム )] をタッチします。

ユーザーレベル ( ゲストまたは登録ユーザー ) に応じて、特定のユーザー
ディレクトリまたはゲストディレクトリが表示され、既存の PCR プログラ
ムがすべて表示されます。 

2 編集するプログラムを選択して [Open ( 開く )] をタッチします。 

プログラミング画面の Program Window ( プログラムウィンドウ ) パネルに
プログラムが表示されます。

3 編集したいステップをダブルタッチすると、プログラムステップの編集画面
が開きます。

4 必要に応じてパラメータを編集し、[OK] をタッチするとプログラミング画
面に戻ります。

5 ステップ 3 とステップ 4 を繰り返して必要な設定変更を行います。

6 プログラミング画面で [Save (保存)] をタッチします。 同じプログラムのまま
変更を保存するか、新しいプログラム名をつけて保存することができます。

7 ここで [Start ( 開始 )] をタッチすれば PCR プログラムが開始されます。
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PCR ステップをコピーするには

1 プログラミング画面に移動します。 

2 Program Window (プログラムウィンドウ) でコピーしたいステップを選択し
ます。 

3 コピーボタン ( 下記 ) をタッチします。 

PCR ステップを追加または削除するには

• プログラミング画面に移動します :

• 新規ステップを追加するには、画面左側の [Command List ( コマンドリ
スト )] でコマンドをタッチして、右向きの矢印ボタンをタッチします。 
表示に従い、追加したコマンドに必要な設定を入力します。 各コマンドの
詳細は 43 ページの「コマンドの説明」 を参照してください。

• プログラムからステップを削除するには、Program Window ( プログラム
ウィンドウ ) 内で削除したいステップを選択し、[Delete ( 削除 )]( 下記 ) 
をタッチします。 

• プログラムの変更を保存するには、[Save ( 保存 )] をタッチします。 同じ
プログラムのまま変更を保存するか、新しいプログラム名をつけて保存
することができます。

PCR プログラムを削除するには

1 ホーム画面で [Programs ( プログラム )] をタッチします。

ログインしているユーザーレベルに応じて ( ゲストまたは登録ユーザー )、
特定のユーザーフォルダあるいはゲストフォルダに既存の PCR プログラム
が表示されます。

2 削除したいプログラムを選択します。 

3 [Delete ( 削除 )] をタッチしてプログラムをフォルダから削除します。
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PCR プログラムの実行

PCR プログラムを実行するには

ホーム画面からプログラムを実行するには :

1 [Programs ( プログラム )] をタッチします。

2 実行したいプログラムをタッチします。 

3 [Run Selected ( 実行 )] をタッチします。 

4 ダイアログボックスに反応溶液のボリュームをマイクロリットル単位で入力
し、[OK] をタッチします。

プログラミング画面からプログラムを実行するには :

1 [Start ( 開始 )] をタッチします。 

2 ダイアログボックスに反応溶液のボリュームをマイクロリットル単位で入力
し、[OK] をタッチします。

実行中のプログラムを中止または一時停止するには

ステータス画面から :

• [Stop ( 停止 )] ( 以下に表示 ) をタッチし、プログラムの実行を中止します。 

• [Pause ( 一時停止 )] ( 以下に表示 ) をタッチし、プログラムを一時停止しま
す。 [Pause ( 一時停止 )] はプログラムの実行中にのみ有効になります。 一時
停止すると、Pause ボタンは Play ボタンにかわります。 プログラムを再開す
るには [Play ( 再生 )] ボタンをタッチします。 
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インキュベーションの実行

インキュベーション機能は指定した時間または無期限に、一定の温度を保って
インキュベーションを行う際に便利です。 

インキュベーションの設定と実行

1 ホーム画面で [Incubation ( インキュベーション )] をタッチします。

2 [Incubation Temperature (インキュベーション温度)] フィールドでインキュ
ベーション温度を入力します。

3 インキュベーションの保持時間を指定します :

• 指定した時間、一定温度で保持する場合は [Hold For ( 保持時間 )] を選択
し、時間 : 分 : 秒の形式で保持時間を入力します。

• 無期限に保持する場合は、[Infinite ( 無期限 )] を選択します。 

4 [OK] をタッチしてインキュベーションを開始します。 
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レポートの表示

PCR プログラムが実行されると、GLP レポートが作成されユーザーフォルダ
に保存されます。たとえば、ゲストアカウントで PCR プログラムを実行する
と、GLP レポートはゲストフォルダに保存されます。 GLP レポートのファイル
は glp という拡張子を持ちます。 

レポートを表示するには

1 ホーム画面で [Reports ( レポート )] をタッチします。 

レポートブラウザが起動し、レポートファイルのリストが表示されます。

2 スクリーン下の矢印ボタンを使用してレポートのリストをスクロールするこ
とができます。また、レポートを名前や日付でソートすることもできます。 
[Report Name ] カラムのヘッダーをタッチするとレポートの名前でソート
され、[Date] カラムのヘッダーをタッチするとレポートの日付でソートさ
れます。 タッチスクリーン上でドラッグすることにより、カラムの幅を変え
ることができます。

3 表示したいレポートを選択し、[Open] をタッチします。 レポートは新しい
スクリーンで表示されます。 [Back] ボタンをタッチすると、レポートブラウ
ザに戻ります。

レポートを削除するには

• レポートブラウザで削除するレポートを選択し、[Delete ( 削除 )] をタッチし
ます。 
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トラブルシューティング

このセクションでは、起こりえる問題および推奨する対応策について説明しま
す。

スタンダード・ランプレートを使って、少量で反応させた
際に PCR 産物の収量が低い場合

✔ プレートをシーリングフィルムで閉じ、コンプレッション・マットを使用し
ている場合、サイクルの中の熱変性の時間を短縮します。 熱変性時間は  
3 ～ 5 秒程度で適切な場合があります。 または、シーリングフィルムではな
くキャップを使用します。 

✔ 反応ボリュームを 50 uL に増やすと改善される場合があります。

✔ ファスト・ランプレートへ切り替えることで改善される場合があります。 

プログラムの実行中にブロック温度が表示されない場合

サーマルブロックユニットが正しくセットされていない可能性があります。 

✔ 電源を抜いた上でサーマルブロックユニットが正しく取り付けられているこ
とを確認し、装置を再起動します。

プログラムの実行が始まらない場合

サーマルブロックユニットが正しく取り付けられていない可能性があります。 

✔ 電源を抜いた上でサーマルブロックユニットが正しく取り付けられているこ
とを確認し、装置を再起動します。
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チューブの内部に結露があった場合

PCR の終了時に結露するのは自然な現象であり、有害な効果はありません。 

✔ チューブをスピンダウンして結露した水分を反応液中に戻した上で、その後
の実験に用いてください。 

ホットトップが無効になっていると水分が蒸発しやすくなります。 

✔ ホットトップを有効にしてください。詳細は 32 ページの「ホットトップの
設定」 を参照してください。

シールしたマイクロプレートでサンプル液量が減少した場
合

✔ マイクロプレート、シールの品質が十分に良いものであることを確認してく
ださい。

✔ PCR 中にシーリングフィルムがプレートに密着した状態が保たれるように、
コンプレッション・マットを使用してください。 

USB メモリー、キーボードなどの USB デバイスが認識され
ない場合

✔ 装置を再起動してください。

✔ お使いのサイクラーに付属の USB メモリーを使用してください。

装置の電源が入らない場合

✔ 電源コードが正しく接続され、電力が供給されていることを確認してくださ
い。 

✔ 装置後部の電源コード差込口の上に位置するヒューズが切れていないか確認
してください。
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画面が点灯せず、何も表示されない場合

✔ 電源コードが正しく接続され、電力が供給されていることを確認してくださ
い。 

✔ 装置後部の電源コード差込口の上に位置するヒューズが切れていないか確認
してください。

画面が点灯するものの、何も表示されない場合

✔ 装置を再起動してください。 

✔ テクニカルサポートに連絡してください。 国別の連絡先は 14 ページに記載
されています。
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この章では、機器のメンテナンスおよびソフトウェア更新のアップロードに関
する方法について説明しています。
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メンテナンス

クリーニング

SureCycler 8800 のメンテナンス方法を示します。

• クリーニング前に必ず本体の電源をオフにするか、電源を外してください。

• 本体およびサーマルブロックのウェルの清掃には、水またはイソプロピルア
ルコールで布や綿棒などを用いて行ってください。

• その他の有機溶媒は SureCycler 8800 の清掃には用いないでください。 

• 液体が本体内に入らないようにご注意ください。

ヒューズの交換

ヒューズコンパートメントは本体背面の主電源接続部の上にあります。 ヒュー
ズの規格が T10A、250V であることをチェックしてください。 

感電を防ぐため、ヒューズ交換を行う前に必ず電源コードの接続を外して
ください。

警告
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ソフトウェアの更新

SureCycler 8800 ソフトウェアの新バージョンがリリースされると、アジレン
トのウェブサイトからダウンロードし、ご利用の SureCycler 8800 にアップ
ロードすることができます。 

1 新しいバージョンのソフトウェアがご利用可能になった際、弊社よりお知ら
せを通知いたします。 このお知らせには、ソフトウェアのファイルにアクセ
スするためのウェブアドレスが記載されています。 ダウンロードしたファイ
ルは USB メモリスティックに保存し SureCycler 8800 本体にインストール
することが可能です。 

2 SureCycler 8800 本体の Administrator アクセス権限を持つユーザーアカウ
ントにログインします ( 操作方法については 25 ページの「Administrator 
としてのログイン」 をご参照ください )。

3 ホーム画面で [Settings ( 設定 )]、[Software Update ( ソフトウェアの更新 )] 
をタッチします。 

4 本体前面にある USB ポートのどちらかにソフトウェアを保存した USB メモ
リスティックを挿入します。 

5 [Browse ( ブラウズ )] ボタンをタッチしてブラウザを開きます。ブラウザで
ソフトウェアが保存されているフォルダまで移動します。 適切なフォルダを
選択して [OK] ボタンをタッチすると、[Software Update ( ソフトウェアの
更新 )] 画面に戻ります。 

6 [Update (更新)] をタッチします。 選択したフォルダでソフトウェアファイル
が認識されていない場合には [Update ( 更新 )] ボタンを利用することができ
ません。 

7 本体へのファイルのダウンロードが開始されます。 すべてのファイルのダウ
ンロードが完了すると、自動的に再起動します。 

8 再起動が開始したら、USB メモリスティックを本体から取り外します。 

9 再起動が完了したら、[Software Update ( ソフトウェアの更新 )] 画面に戻っ
て新しいバージョンのソフトウェアが動作していることを確認してくださ
い。 
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